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はじめに

ハチクマＰじ77zｉｓ”zﾉ0ﾉＷＳはサシバＢ"/(fs/"ﾉ′/"虚α〈ｓとともに，春や秋の渡りの時期に

集団にて観察されることなどから、タカ類の渡り観察のなかでも注I:lされている種の１つで

ある．近年，ハチクマの渡り経路について多くの観察情報が発表されつつあるが(井上１９９８

a，ｂ，ｃ，黒岩ほか1998,1999，タカの渡り全|』集会in信州実行委此会2000,広脇タカの渡

り研究会2000,2001,1111111997,111本２０()())，春のハチクマの渡りについての観察情報は

秋に比べると少ない．これは，秋のハチクマの渡りほど顕普な渡りが，春に観察されること

が少ないためと考えられる．春の渡')は秋の渡りよりも渡りの期間がかなり長期にわたるの

ではと思われ(井上1998b)，また，秋の渡りの経路とは異なることも多いのではと考えられ

ているが，まだ不明な点も多い．

錐満らは、1995年５j1l311に，九州北東部の大分県北部に位iiftする八面山にて，ハチクマ

の春の渡りをはじめて観察した（富高1995)．これまで，ハチクマの春の渡り経路としては，

秋の渡りの主要な経路と考えられている｢'1国地方瀬戸内沿岸から北部九州へと西進する継路

（井上l998a，武川1989)の逆方向となる北部九州から中国地方瀬ji内沿岸へと東進する経

路の存在が知られていた（ロ比野1993，’''1111998，’'1元未発表)．しかしながら、’二記の

東進経路上に位綴しない八面山で，1995年５月131]以降もハチクマの渡りが観察されたこと

から（嵩高1995)，当地がハチクマの春の渡り経路になっていることが考えられた．そこで，

それを確認すべ〈，不一|･分ながらも年次調査を行なってきたので，ここに報告する

調査方法

調赤地は,大分県下毛郡三光村と同県伺祁本耶馬渓町の町村界に位慨する八面山(標商659.

4ｍ)である．周囲に高い山が近接していないため，中腹あたりから山頂にかけてかなり眺望
のよい山である．

調究定点は，八面山の'11項より北北西側の５か所（標高約220ｍにlか所，約250ｍに２か

所，約500ｍに２か所)を進定した．５か所とも，ほぼ東西に走る，けわしい北側岩稜の尼根

筋部から''１腹部に位縦し，ハチクマの飛来方向に対してほぼ油:角にあたる位置となっていて

見とおしもよく，移動が観察しやすい．上記５か所の調査定点のうち，渡りの数の兄落とし
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が少ないと思われる２か所(Ａ点：標高約250ｍとＢ点：標高約220ｍ)で，おもに調査を行なっ

た（図１）．

調査時期は一般的に春の渡りの時期とされる５月（森岡ほか1995）を主体にしながら，３

月下旬に，ハチクマの渡りが北部九州では観察されていることから（山本ほか未発表)，４

月にもできるだけ調査を行なうようにした．

調査はハチクマの渡りがはじめて観察された1995年は５月13～27日に数日間隔で５日間お

よび６月１１，１７日の計７日間行なった．1996年は４月１３，１４日と28日までのあいだに数日間

隔で４日間の計６日間，1997年は４月１９，２０，２７日および５月１１，１７，１８日の計６１]間，１９９８

年は４月18,19日，２６～30日および５月２～31日に数日間隔で８日間の計１５日間，1999年は

４月１１，２４～26日および５月ｌ～25日に数日連続と数日間隔での１３日間の計17日間，2000年

は４月１，９日および５月２，５～９，１１，１４日の計１０日間．2001年は３月24日，４月22日，

５月13～16,18～２０，２５，２７日および６月２，３日の計13日間である．各年とも調査者の時

間の制約により，調査日の設定は系統的でない．

調査時間は，1995年５月17日に，６時台から17時台までハチクマの渡りが観察されたこと

から（富高1995)，６時から17時までを調査時間の目標とした．しかし，全調査時間帯の８０

％に相当する日は，調査者の時間の制約により，９時から16時までしか調査を行なうことが

できなかった．

ＯＩＴＡＰｒｅｆ．

ヘ

図１．調査地

Fig.１．Studyarea．
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調査項目は，日時，気象，種名，個体数，飛来，飛去方向などである．また．年齢，性別

については，2001年からの調査項目としたが，若鳥の識別調査については観察者の経験熱度

によりまだ十分でない．

渡り個体かどうかの判定は一定方向へ飛去するかどうかにより行なった．本調査地では渡

り個体はおもに東へと飛去するが，まれに逆行してくる個体も観察される．この場合，逆行

個体については，渡りの引き返し個体の可能性もあるが，東へ飛去する渡り経路とは別の経

路である可能性もあるので，一定方向へ飛去しない定着個体と考えられる個体を除いては，

数の差し引きをせず，「渡り個体」として加算した．

観察は目視と８～１０倍の双眼鏡の使用を主体に行ない，必要に応じて20～30倍の望遠鏡を

使用した．

また，2001年にはハチクマの移動のようす（飛棚範囲，移動速度）についても調査を試み

た.この調査はＡ地点で行なった．当地の尾根沿いに移動するハチクマの飛潮範囲を確認する

ために,当調査地の地形図を参考に,Ａ地点と他の調査定点との標高の位満関係や簡易測迅に

より，移動高度や尾根筋からの離隔距離を確認した．ハチクマの各個体の移動コースを地形

図上にプロットすることで，移動の飛訓範囲を求めた．

また,移動速度を求めるために,ハチクマの移動が観察しやすい,ほぼ東西に走る約1,500ｍ

の尾根筋区間を利用した．その両端部をハチクマが通過する時刻を記録することで，その所

要時間により移動速度を求めてみた．Ａ地点は1,500ｍの尾根筋区間のほぼ中央に位置し，東

西両端部の観察が容易である．時間の計測には，時報アラーム付腕時計を使用した．ハチク

マの移動を観察中の視野から離すことなく，両端部を通過する際の押しボタンによる時報ア

ラームにより，その通過時刻を聞くことが可能である．ただし，この時報アラームは時，分

単位までの表示である．

結果および考察

１．渡りの時期

調査開始した1995年春には，調査日数７日間で424羽を観察した．1996年春には６日間で５３

羽，1997年春には６日間で175羽，1998年春には15日間で154羽，1999年春には１７日間で168

羽，2000年春には１０日間で52羽，2001年春には13日間で166羽観察した（図２)．

1996年と2000年で観察個体数が少なかった理由として，1996年では調査が４月のみであっ

たこと，2000年では５月の前半に調査が集中したことが原因と考えられる．上記の理由を考

慮すると，７年間の調査結果からは，少なくとも150羽から400羽以上の個体が渡っているこ

とがわかった．また，1996年と2000年以外の各年で観察個体数に変化がみられる理由として

は，季節変動による渡り個体数の増減や渡り経路の変更によることも考えられるが，調査期

日のばらつきと調査日数の少ないことによる理由のほうが大きいように思われる．したがっ

て，４月上旬から５月下旬までの連続調査の実施が，今後必要であろう．
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図２．ハチクマの渡りの季節的な変化

Fig.２．SeasonalchangeinnumberofmigratingOrientalHoneyBuzzardsatMt、Hachimen・
northeasternKyushu，ｉｎspring．
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表１．ハチクマの渡り1時間あたり集計

Table１．NumberofmigratingHoneyBuzzardsobservedperhour､Number/ｈ(observedhours)．
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No.ofdavsobserved

ハチクマの渡りが多く観察された時期は，５月８日から20日までであった．１日のハチク

マの渡り観察個体数が50羽を越えた日は，1995年５月17日の329羽，1998年５月９日の104羽，

2001年５月１５日の71羽，1997年５月１７日の65羽であった．

春におけるハチクマの渡りの連続的な調査例は少ないが，中国地方瀬戸内沿岸を東進する

渡り経路における観察情報からは，５月の中旬に最も多くのハチクマが観察されている（広

島タカの渡り研究会２０００，１１１元未発表)．このことからも，春期，日本列島へ飛来するハチ

Ｙｅａｒ

50.00(1.0）
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21.20(5.0）
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4.80(5.0）

6.80(5.0）

1.40(5.0）

11.25(4.0）

12.33(3.0）

6.66(1.5）
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1995年1996年1997年1998年1999年2000年2001年Total

７日６日６日１５日１７日１０日１３日７４日

０．００(3.5）

0.33(3.0）

０．００(3.0）

0.00(3.0）

0.16(6.0）

0.20(5.0）

0.36(5.5）

０．００(6.5）

０．００(6.0）

0.28(3.5）
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0.25(4.0）
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0.22(9.0）
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4.38(10.5）
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0.00(4.0）

0.22(4.5）
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1.14(7.0）

1.25(8.0）

1.90(10.0）

0.30(10.0）

2.35(8.5）

1.50(8.0）

5.50(6.0）

9.71(3.5）

8.00(1.0）

3.96(13.0）

0.06(15.5）

0.63(23.5）

0.67(39.0）
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0.27(47.5）
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0.00(0.5）
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クマの妓盛期は，５月中旬と考えて間違いないだろう．しかし，当調査地では，1999年４月

１１日に34羽，1996年４月１３日に25羽，1997年４月１９日と27日両I｣に16羽など４月においても

１０数羽以上の渡りが観察された．当調査地を渡っていく150羽から400羽のハチクマの数を考

慮すると，年によっては４月でも中下旬に渡りの小さなピークがあった可能性がある．ま

た，ハチクマの渡りが最も早く観察された日は，2000年４月９日の１羽であI)，渡り観察の

最も遅い日は，1995年６月１７日の３羽であった．

渡りの時間帯は，各年の観察時間帯と観察時間数が体系的でないため十分な比較とはいえ

ないが，観察した年により飛来時間帯のピークが異なっているものの，全般的には，すべて

の時間帯に飛来していた(表１）．これらは，当調査地が九州北東部のI|』'''1に位謎し，渡り経

路の途｢'1ということから，当調査地へ飛来する以前の渡りの状況による影斡の結果，観察さ

れる時間帯が，年により異なっていたものと思われる．

2001年で調査した年齢性別については，渡り通過の際，年齢性別を識別できた個体は57羽

で，その内訳は成鳥雄36羽，成鳥雌21羽であり，蒋烏については識別不一|･分で不Iﾘ1であった．

２．渡りの移動範囲と移動速度

当調査地において，ハチクマは西方向から飛来し，束または南東方向へ直線的に飛去した．

この移動コースは調査開始年より一定しており，山頂から約150ｍ低い北北西側に位置する，

ほぼ東西に走る延長距離1,500ｍの切り立った岩稜の尾根に沿うように移動した.時には岩稜

近くで北側からあがる上昇気流をとらえて帆捌をくり返した後，高く満期していくこともあ

った．2001年５月13日～19日の調査期間中に得られた67羽の移動コースは，移動した高度と

調査定点との位置関係や簡易測迅の結果，飛溺高度は海抜約350ｍから約850ｍと推定された．

また，移動コースは上述した尾根に沿った南北約800,幅の範囲が多く，この範囲を87％に相

当する58個体が移動した．タカ類が渡りの際，尾根沿いを滑邦することは，尾根が都合のよ

い方向に走っているなら渡るには効率的な方法であり，海岸地や山地の尾根筋を移動するこ

とがよく知られている(Kerlingerl995)．したがって，観察された移動パターンから，当調

査地の地形的特徴はハチクマの移動にとって，有効な地形となっていると思われる．

また当調査地では，ハチクマと同じ移動コースを，サシバ，ハイタカＡＣＣ抑”ﾉJ1応"s，ツ

ミＡ､ｇ"”たなども，しばしば渡っていくのが観察されるが，全般にハチクマの方が尾根に

沿うように移動することが多く観察され，サシパでは約70％が尾根より離れて移仙すること

が観察された．黒岩ほか（1999）は，渡りの移動コースについて，ハチクマはほとんど山筋

を飛ぶが，サシバは山筋から離れて市街地の上空も神通に飛ぶと報告しているが，当調査地

でも同じ傾向がみられた．

また，ハチクマの移動速度について，１６例記録をとることが出来た．直線的に渦潮移動し

た成鳥の雄について，1,500ｍを移動するのに要した時間は２分であった．また，帆朔をｌ

か所，かつ数回くり返して滑邦移動した成鳥の雄については，その経過時間は３分であっ

た．これらを時速換算した場合，それぞれの移動速度は時速45kｍと時速30kｍとなった．また，
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帆棚を２か所，かつ数回くり返して滑棚移動した14例については，経過時間は５分であり，

時速換算では時速18kmであった．

ハチクマの移動速度についての調査事例はないが，サシバについては時速40kmという報告

がある(武田1989)．今回得られたハチクマ１６羽の短距離区間での移動速度事例のうち，帆邦

と滑捌をまじえて移動した15例が，時速40kmを下まわる速度となった．渡りは直線的飛邦で

ある滑測と上昇気流をつかもうとする帆捌のくり返しである（Kerlingerl995)．したがっ

て，一定区間を移動する速度は，帆棚する回数や帆鋪か所数により規定されると考えられ，

滑翻や帆捌は，渡り経路上での地理的条件や気象条件などとの関係が強いと予想される．今

回は観察事例が少なく，短距離区間での移動速度例であったが，一定の長距離区間での移動

速度についても調査・検証が必要であろう．

３．渡りの経路

７年間の春の渡り調査の結果から，八面山は，春のハチクマの渡り経路上に位置しており，

ハチクマは英彦山方向にあたる西方向より飛来し，国東半島方向にあたる東または南東方向

へ飛去しているのが確認できた．その飛去延長線上の地点での調査は行なわれていないが，

国東半島のいずれかの地点を経由して，愛媛県の佐田岬半島の一部に到達している可能性が

高い．これらを明らかにするためには，愛媛県側での４月，５月のハチクマの渡り調査との

連繋が必要であろう．また，高知県側でも，ハチクマの春の渡りが観察されている（黒岩ほ

か1999）こととの関連性についても調査が必要であろう．

八面山から西へ27kmに位置する英彦山では，春に英彦山を経由して北東方向へ向かうハチ

クマの渡り経路の存在が示唆されているが（日本野鳥の会筑豊支部1995)，2000年５月17日

には，英彦山からさらに西南西へ18kmに位置する福岡県甘木市上秋月にて92羽のハチクマが

西から北東へ渡るのが観察された（広島タカの渡り研究会2000)．また，毎春，福岡市内で

観察されるハチクマの渡りの飛去方向に，中国地方・瀬戸内沿岸へ東進するものと予想され

る北東への飛去方向と，九州北東部へ東進するものと予想される東南東または南東への飛去

方向とが確認されている（山本1996,1998,1999,2001)．これらを総合的に考え合わせる

と，春期，九州北部を西から東へ横断し，四国へ移動しているハチクマの渡り経路の存在が

考えられる．

また，八面山では，サシバもハチクマと同じ移動コースを通過するのが，毎年３，４月の

早い時期からも観察されている（富高・山本未発表)．九州北西部の背振山系でも，４月に

西から東へ移動するサシバが観察されていることや（井上1997)，福岡市内でも，春期サシ

バの南下がよく観察されること（山本1996,1998）などから，サシパもハチクマと同様に，

春期，大陸および朝鮮半島から南下し（井上1998b，山田1997)，九州北部を西から東へ横

断移動していく渡り経路の存在が考えられる．ハチクマ，サシパもふくめ，春期のタカ類の

北部九州における渡りの東進経路の全容解明について，佐賀，福岡，大分，愛媛など各地の

連繋によるタカ類の渡り調査が強く望まれる．
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ハチクマの秋の渡り経路に愛媛県佐田岬半島から大分県佐賀関町関崎へと渡る経路が存在

するが（立川1999)，当経路を秋期西進する個体が，八面山を春期東進する個体と同一か否

かについて疑問が残る．秋期，佐田岬半島･関崎の西進経路では，ハチクマは約1,000羽移動

するともいわれている（立川1999)．東進経路途中とみられる八面山での７年間の渡り調査

から，150羽から400羽以上が渡っているが，春期に東進するハチクマの数と秋期に西進する

ハチクマの約1,000羽の個体数との差は大きい．今後も，八面山における春の連続的調査の充

実が重要であり，上記の西進経路との確認のうえで，秋期の渡りの調査も必要と考える．
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要約

九州北東部にあたる大分県北部に位置する八面山にて,1995年から７年間のハチクマの春の渡り調

査をまとめた．

１．ハチクマの春の渡りは４月上旬から６月上旬まで観察され,渡りの最盛期間は５月中旬であるこ

とが確認された．

２．ハチクマの春の渡り総個体数は年により増減の変化あるが,少なくとも150羽から400羽以上の個

体が渡っていることが明らかとなった．

３．特定の時間帯に渡るという傾向は認められなかった．

４．八面山は，春期，ハチクマが西より飛来し，東または南東へ飛去する渡り経路の途中に位置して

いるのが確認された.福岡市など九州北西部との渡り経路のつながりについては断定はできない

ものの，八面山以西にて東進するハチクマやサシバの渡りの観察例もあることから，春期，九州

北部を西から東へ横断移動するタカ類の渡り経路の存在が考えられる．

５．八面山での移動コースは一定しており，山頂よりも低い地点の尾根沿いに沿うような移動が多く

観察される．当地の東西に走る台地状の地形的特徴が,ハチクマの移動にとり有効な要因となっ

ていると‘思われる．

６．２００１年度では，ハチクマの移動速度についての調査も試みた．1.5kmの距離区間での直線的滑棚

個体の移動時速は，時速45kmであった．

７．八面山をふくめた九州北東部周辺でのハチクマの春および秋の渡り経路の全容解明については，

広域的かつ連続的な連繋調査が必要であり，今後の課題として残る．
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WeconductedaninvestigationonthespringmigrationofOrientalHoneyBuzzards庇"7ｉｓ

”/"o”fsoveraperiodofsevenyearsfromｌ９９５ａｔＭｔ・Hachimeninthenortheastempartof

KyushuThemigrationofHoneyBuzzardswasobservedfromthebegilmingofApriltothe

beginningofJune、Themigrationpeakwasmid-May、FromtheresuItsoftheilwestigation

over7years,itbecameclearthatthetotalnumberofHoneyBuzzardsduringspringmigration

isatleastl50andcanreachmorethan400、TheHoneyBuzzardsmovedfromwesttoeastor

southeastinspringatMt,Hachimen、ThespringmigrationI･outeprobablycrossesnorthem

Kyushufromwesttoeast、ThemigrationofHoneyBuzzardswasobserveｄａｌｏｎｇａｒｉｄｇｅｂｅｌｏｗ

ｔｈｅｓｕｍｍｉｔｏｆＭｔ,Hachimen、Thisgeographicalfeatureofthemountainseemstobeasuitable

migrationroutefortheHoneyBuzzards．
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